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A．研究の背景と目的 

 わが国における非血縁者間骨髄移植の

実施件数は 2013 年末までに 16,000 件を超

え、その成績は着実に向上しているが、依

然として移植片対宿主病（GVHD）に代表さ

れる免疫学的合併症の克服が大きな課題

とされている。最近の研究により、このよ

うな免疫学的合併症の発症には、ドナーと

レシピエントの間における HLA の適合性に

加え、ABO 血液型や性別の不一致等も関与

し得ることが報告されているが、それらの

ドナー選択アルゴリズムにおける位置づ

けは十分に明らかにされていない。一方、

HLA のアリルレベルでの適合性評 

価法や GVHD 予防法の進歩により、一部の 

 

 

 

HLA 不適合の影響は克服可能となっており、

比較的アリル適合性の良い移植の場合に

は、HLA 以外の因子の重み付けが大きくな

ってきている可能性も想定される。 

 そこで、本研究においては、現在、わが

国の骨髄バンクにおいてドナーの選択時に

用いられている、ドナーの年齢・体重、ABO

血液型、性の不一致等が HLA アリルの不適

合と比較して、どの程度の重みをもって移

植成績に影響を与えうるかについて、急性

白血病などの比較的均一な疾患群を対象と

して検討することを目的とする。 

B. 研究方法 

 2000 年から 2011 年までの間に、骨髄移

植推進財団を介して非血縁者間骨髄移植が

行われた造血器疾患の患者を対象として、

研究要旨：成人非血縁者をドナーとする造血幹細胞移植においては、HLA アリルの適合性の

みならず、ABO 適合性、ドナーの年齢、ドナーとレシピエントの性差など HLA 以外の因子が

移植後の成績に影響を与えている可能性が示唆されている。しかし、現在わが国で用いられ

ているドナー選択アルゴリズムでは HLA 以外の因子に関する評価と HLA に関する評価の重

みが著しく異なるため、優先されるドナーの選択順位を適切に評価できていない可能性があ

る。そこで、本研究ではわが国における非血縁者間造血幹細胞移植の成績のさらなる向上の

ため、ドナー選択時に評価する HLA 適合性以外の因子が移植成績に与える影響を明らかに

するとともに、それぞれの因子の影響の大きさの重みづけを HLA 適合度と比較し、再評価す

ることを計画した。 



ドナー年齢、ドナーとレシピエントの性別

の組み合わせ、ドナーとレシピエントの血

液型の組み合わせ、ドナーとレシピエント

の体重差が、移植成績に及ぼす影響を検討

する。解析の対象は、急性白血病（急性骨

髄性白血病または急性リンパ性白血病）、

慢性骨髄性白血病、骨髄異形成症候群、悪

性リンパ腫、再生不良性貧血に対して行わ

れた初回移植に限定するものとし、ドナー

年齢、ドナーとレシピエントの性別の組み

合わせ、ドナーとレシピエントの血液型の

組み合わせ、ドナーとレシピエントの体重

差が、全生存率とともに、急性移植片対宿

主病（GVHD）、慢性 GVHD の発症、移植関連

死亡または再発に及ぼす影響に関して、単

変量および多変量解析を行って検討する。

また、それぞれの因子同士の交絡に関して

の詳細な検討を行う。最終的に、全生存に

及ぼす影響の大きさに基づき、これらの因

子の重み付け（スコアリング）を行った上

で、ドナー選択のための新たなアルゴリズ

ムを策定する。 

 

C. 研究結果  

D. 考察  

E. 結論 

 本研究の実施のため、現在、日本造血細

胞移植学会が設置する造血細胞移植登録一

元管理委員会にデータ利用申請の準備中で

あり、承認を受け次第、次年度中には解析

を終了する予定である。 

 F. 健康危険情報 

 特記すべき内容はない。 
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